


























7.2-158 

 

  c) N-1 地区 

N-1 地区における貴重なカエル類の繁殖状況を表 7.2.4-9 に示した。 

工事前に実施した平成 26～27 年度調査では、事業実施区域を含み、地域の特性

を考慮して設定した調査範囲でリュウキュウアカガエル、ナミエガエル、ホルス

トガエルの 3種の繁殖が確認された。この他、繁殖の可能性があるカエル類とし

てオキナワイシカワガエル、ハナサキガエルが確認された。平成 28 年度春季調査

においても、上記 3種の繁殖が確認された。 

工事中に実施した平成 28 年度冬季の調査では、ホルストガエルの繁殖が確認

され、繁殖の可能性がある種として、リュウキュウアカガエルが確認された。 

存在・供用時となる本年度調査では、リュウキュウアカガエル及びホルストガ

エルの 2種の繁殖、繁殖の可能性があるカエル類としてナミエガエルの 1種が確

認されたが、評価図書の調査で繁殖の確認のあったオキナワイシカワガエル、ハ

ナサキガエルについては繁殖の確認には至らなかった。次年度以降の事後調査に

おいて生息・繁殖状況を注視する必要がある。 

 

表 7.2.4-9 貴重なカエル類の繁殖状況(N-1 地区) 

 
 
 

 

  

存在・供用

平成29年度

春季 冬季 春季 冬季 冬季

1 カエル アカガエル リュウキュウアカガエル ※ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

2 オキナワイシカワガエル ○

3 ハナサキガエル ◎ ○

4 ホルストガエル ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

5 ヌマガエル ナミエガエル ◎ ○ ○ ◎ ○

計 1目 2科 5種 3種 2種 4種 3種 4種 3種

○

冬季

平成28年度

工事中

2種

◎

注1)「◎」は繁殖確認、「○」は繁殖の可能性があることを示す。

注3) 繁殖の可能性は、ある程度成長した幼体を確認した場合と定義した。

注4)「※」リュウキュウアカガエルは、H地区の評価図書調査以降に貴重な種に指定されたため、繁殖については不明である。

3種

◎

◎

◎

春季

平成28年度

工事前

No. 目名 科名 和名
評価
図書

平成27年度平成26年度

注2) 繁殖は、産卵、産卵場の確認(集団繁殖)、包接、卵(卵塊)、幼生、小型の幼体の確認と定義した。
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